
第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70

複数の力がはたらくとき，これらの力を1つの力としてまとめること
ができる 合力 という
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F

F ＝ F1 + F2

力の合成



第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70

1つの力はいくつかの力に分けることができる
分力 という
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F ＝ F1´ + F2´
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F ＝ F1 + F2

力の分解



第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70
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分力 Fx ，Fy の大きさに向きを表す正負の符号をつけた値を
力の成分 という

F Fx = F cosθ
Fy = F sinθ

F = Fx
2＋Fy

2

力のつりあい



第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70

重力

𝐹𝐹1

糸が引く力

𝐹𝐹2

力のつりあい

𝐹𝐹1 ＋ 𝐹𝐹2 ＝ 0

1つの物体に複数の力がはたらいていても，合力が 0 であるとき，

これらの 力はつりあっている という

力のつりあい



第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70

重力 𝐹𝐹1

糸が引く力

𝐹𝐹3

糸が引く力

𝐹𝐹2

𝐹𝐹2 と 𝐹𝐹3 の合力 �⃗�𝐹

力のつりあい

�⃗�𝐹 ＋ 𝐹𝐹1 ＝ 0

力のつりあい

1つの物体に複数の力がはたらいていても，合力が 0 であるとき，

これらの 力はつりあっている という



第 1章 第 2章 2 力のつりあい①→p.64-70

力のつりあい

x

y F3x

F3yF2y

F2x

重力
F1

糸が引く力
F3

糸が引く力
F2

x 方向
y 方向

F2x ＋ F3x ＝ 0
F1y ＋ F2y ＋ F3y ＝ 0

（F3x < 0， F1y < 0 ）

力のつりあい

1つの物体に複数の力がはたらいていても，合力が 0 であるとき，

これらの 力はつりあっている という



①～③について，合力を図にかきこめ。問 27

①力の矢印をそれぞれ F1， F2 とすると，

合力は F1， F2 を2辺とする平行四辺形の対角線で表される。

𝐹𝐹1

𝐹𝐹2



①～③について，合力を図にかきこめ。問 27

②力の矢印をそれぞれ F3， F4 とすると，

合力は F3， F4 と同じ向きで大きさはこれらの長さの和に等しい。

𝐹𝐹1

𝐹𝐹2

𝐹𝐹4

𝐹𝐹3



①～③について，合力を図にかきこめ。問 27

②力の矢印をそれぞれ F5（短いほう）， F6 とすると，

合力は F6 の向きで大きさは F6 と F5 の長さの差に等しい。

𝐹𝐹1

𝐹𝐹2

𝐹𝐹4

𝐹𝐹3
𝐹𝐹6

𝐹𝐹5
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